





















































































































雑誌名 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 雑誌累計
日本及日本人 1 1 1 2 0 0 1 0 1 7
文藝春秋 10 5 14 9 4 6 1 1 3 53
諸君 10 7 5 6 7 4 2 4 12 57
自由 35 20 16 7 10 12 12 2 10 124
中央公論 30 10 16 13 8 2 7 5 6 97
世界 17 5 4 6 3 14 11 5 15 80
潮 8 4 5 2 1 2 2 2 1 27
朝日ジャーナル 21 38 12 6 23 29 8 2 7 146
現代 3 1 2 2 2 2 1 0 0 13
思想の科学 2 11 2 1 0 0 3 0 0 19
正論 24 3 7 3 1 4 6 2 8 58
現代の眼 6 3 15 2 1 休刊 ― ― ― 27




中嶋嶺雄 27 森永和彦 7 秦郁彦 3
本多勝一 26 伊藤喜久蔵 6 鄭竹園 3
岡田英弘 13 宮崎正弘 5 辻康吾 3
木屋隆安 12 林景明 5 田中正明 3
矢吹晋 11 西義之 5 曾野明 3
夏之炎 10 伴野朗 5 斉辛 3
竹内実 10 鈴木明 5 鈴木卓郎 3
小田実 10 柴田穂 5 近藤龍夫 3
中岡哲郎 9 小島朋之 5 菊地昌典 3
宇佐美滋 9 衛藤瀋吉 5 岡野篤夫 3
田所竹彦 8 矢野暢 4 江頭数馬 3
戴國煇 8 加々美光行 4
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































67　Minear, Richard H. ed. & tr., The Scars of War: Tokyo during World War 2: Writings of Takeyama 











































































































































































91　『諸君！』が まぼろし 説の1つのメディア拠点となった。1984年10月号「特集・ 南京大虐
殺 とは何だ」、1986年8月号「総特集・教科書は狙われている」、9月号「総特集・翻弄される































































月号、田久保忠衛「柳谷外務次官のクビを 献上 したのは誰だ―― 対中叩頭外交 を疑う」『諸
君！』1987年9月号、松田九郎、亀井静香、平沼赳夫「中国に舐められてたまるか」『文藝春秋』
1987年9月号、中嶋嶺雄「日中平和友好条約の“呪縛”」『正論』1987年10月号、など。
97　石井明「中国に負った無限の賠償」『中央公論』1987年8月号。
98　伊藤憲一、矢吹晋、谷野作太郎「（特別鼎談）子々孫々 の友好関係をつくるには」『正論』
1987年11月9月号。
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友好と離反のはざまできしむ日中関係 1979 ―1987年
首脳の相互往来を含む蜜月外交が盛んになされた。日中貿易や経済協力は
飛躍的に拡大し、留学・企業進出・旅行など民間交流も盛んになった。中
国側は近代化を推し進めるにあたって、日本の近代化や戦後復興の経験に
学び、先進技術を習得しようと、日本に熱い視線を送った。
　だが、知識人や中国専門家の眼に映った中国像は、冷静かつ客観的に観
察すればするほど、中国国内の政治権力の不安定性、近代化のためのシス
テムの不備、対米・対ソ関係における日本の外交方針や国益との不一致、
民主化や人権保障を含む政治体制改革の立ち遅れなど、日本や西側の価値
観との異質性が際立った。この時期、論壇では中国の現状に対する批判と
将来に対する悲観的展望が大勢を占めた。
　その背景として、第1に、社会主義への不信があった。中越戦争におい
て社会主義国間の武力紛争を辞さないほどの憎悪と対立が露わとなり、す
でに揺らいでいた社会主義への理想と信頼が、幻滅と不信へと転じた。
　第2に、中国近代化路線への悲観的展望があった。林彪・四人組裁判や
権力中枢における文革派の打倒などを通して、文革の惨状が明らかになり、
鄧小平の近代化路線はそれまでの毛沢東の自力更生・鎖国主義路線から真
逆の方向への歩みを進めた。中国のこれからの進路を展望する上で、も
はや毛沢東思想に拠りどころを見出しがたくなった。そこで、中国独自の
革命の理想や中国型社会主義の可能性に対する関心は著しく減退した。代
わって台湾・韓国・香港・シンガポールなどの新興国・地域の飛躍的経済
発展が注目され、社会主義体制を存続させている中国・ベトナム・北朝鮮・
モンゴルを除く東アジア圏に熱いまなざしを送るようになり、論壇では中
国経済期待論に代って、ＮＩＣｓ・ＮＩＥｓ論や、「儒教文化圏」論など
が論じられるようになった。
　第3に、中国国内の批判の声が伝わってきた。現代中国専門家・観察家
にとっての情報源として、宣伝情報ではない統計資料・内部資料にアクセ
スしやすくなり、現地・現場への直接取材も可能な条件が整い始めた。第
11期三中全会以降、対外開放に伴い、民主・法制・自由の実現を目指して
中国国内では民間の論壇誌や文藝誌が創刊されるようになり、知識青年層
を中心とする中国民衆の現状への不満や、体制批判の声が直接届くように
なった。香港や台湾の中国外部の中国人メディアを通しての中国情報もま
－58－ －59－
た、中国批判の有用なリソースとなった。とりわけ台湾は日本への世論工
作として、積極的に「匪情研究」の成果を日本の新聞・雑誌・出版など活
字メディアに送りこんだ。日本の論壇は台湾情報を活用しただけでなく、
自由中国の基地としての台湾というプロパガンダを大陸中国批判の1つの
根拠とした。また台湾自身の民主化プロセスが高く評価されたことで、大
陸中国の民主化・政治体制改革の遅れを際立たせることになった。
　第4に、日本の知識人の行動と役割に変化が見られた。それまでの体制
批判としての知識人の役割は後景に退き始め、70年代以降の総合雑誌の部
数低下や商業雑誌化の傾向に見るように、論壇の機能が変質し、影響力が
衰えてきた。また、陶酔感をも伴うような社会主義や中国革命や毛沢東思
想への熱い関心が、文革の終わりと共に急速に冷え込み、80年代以降は中
国支持の論壇記事はほとんど姿を消した。そればかりか、かつての中国礼
賛派の言動は、日本の知識人の付和雷同ぶりを嘲笑する素材として、批判
の的にさせられた。知識人はエモーショナルな要素を脱色した、冷静な観
察と正確な分析を身上とするようになり、人によっては直接政策に影響を
及ぼすようなブレーントラストとしての役割を積極的に演じるようになっ
た。
　第5に、日中関係の悪化にともない、それまで友好ムードが高まってい
た中国から日本人の民心が離反していった。確かに両国間の往来は頻繁に
なり交流は飛躍的に拡大したものの、決して順風満帆というわけにはいか
なかった。日中経済協力は宝山製鉄所プラント輸出の停止で出鼻を挫かれ、
2度に渉る歴史教科書問題、中曽根首相の靖国神社公式参拝問題、光華寮
問題、鄧小平「雲の上の人」発言をめぐるいざこざなど、次から次へと難
題が降りかかった。とうとう日中蜜月時代の象徴人物ともいうべき胡耀邦
総書記は、「対日媚態外交」とも揶揄されるような日本への傾斜を1つの批
判の材料とされ、辞任に追い込まれた。官邸や外務省を中心とするオフィ
シャルな対中関係についても、問題処理のやり方があまりにも中国側に寄
りすぎて国益を損なっているとの「弱腰外交」批判を論壇は浴びせ、日本
政府が外交方針として掲げる「全方位外交」「自主外交」の原則を重視して、
中国との距離を取れとの提言を突きつけた。
　翻って民衆レベルはどうだっただろうか。中国との直接交流が実現する
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ようになり、中国人の暮らしを覗き、中国人の声や思いに触れ合うことで、
友好の情愛が育まれた。パンダ、中国で上映された日本映画、『シルクロー
ド』などのテレビ番組、『大地の子』などの小説、『未完の大局』のような
日中合作映画など、この時期の日中友好ムードを象徴するような幾つかの
アイテムから、庶民レベルでの良好な関係を想像しうる。だがそれが具体
的にどのような内実や感情を伴う関係だったのか、世論調査に反映された、
粗い定量分析以外の研究素材はなかなか見いだせない。この時期には、建
国前夜から四人組逮捕までの時期を綴った山本市朗『北京三十五年』（全2
冊、岩波新書、1980年）のような、中国に定住した日本の庶民が綴った優
れた作品が、ほかになかなか見いだせない。そのため、日本の知識人に比
して庶民の中国認識はといえば、十分な定性分析を行うに足る素材が決定
的に乏しいのである。
　とまれ、表層的な友好ムードとは裏腹に、日中関係には早くもきしみが
生じ、内部では相互離反が生まれていた。その離反状態からの復元力とな
るような紐帯の論理を、中国側は日本の近代化経験に学ぶという目先の利
益以外に見いだせず、国内権力闘争と路線対立にともなって、対日関係は
緊密と離反の間を不安定に揺れ動いた。日本側はかつての中国革命と毛沢
東思想の理想以外に持ち合わせてはおらず、文革の終わりとともにその有
効性もまた見失われた。
　やがて中国国内の不満は民主化運動へと急進化・焦点化していき、1989
年6月4日の運命の日を迎えることになるのである。天安門事件前後の日中
関係はどう推移していったのか。我われの前には次なる研究課題が待ち構
えている。
－60－
（中文要约）
在友好与背离夹缝中摇曳的中日关系
1979—1987年
——从中越战争到民主化运动
1978年10月12日,邓小平副总理来日,中日和平友好条约生效。同年12月
18日,中国共产党11届3中全会开幕，中国及日本都认为以此为契机,中国向
改革开放大转舵。80年代中日关系终于正常化,尤其是其前半期,被认为是两
国蜜月时期。确实在中日和平友好条约及缔结长期贸易协定及日元贷款协定
之下,以中曾根首相和胡耀邦总书记的良好伙伴关系为象征,包含两国首脑的
相互往来的蜜月外交盛行,中日贸易及经济协作飞跃扩展,留学、企业投资、
旅游等民间交流也盛行起来。中国方面随着推近现代化发展,也在学习日本
的现代化及战后复兴经验,为掌握先进技术,热切注视着日本的发展。
反之接二连三发生了取消宝山钢铁厂成套设备订购,历史教科书问题,中
曾根首相正式参拜靖国神社，光华寮等等问题,引发了中国各地的反日游行,
暴露了两国的偏斜关系所带来的各种外交问题。由于受阻止改革开放政策
的保守派干扰,在中国国内政局不稳定的情况下,胡耀邦总书记终于引咎辞职
了。虽然广泛扎根改革路线,巩固邓小平统治基础,可是蒙受文化大革命灾难
而失去就职和求学机会的知青民心涣散,从而掀起了追求自由和民主的民众
集聚起来批评体制的呼声。
总的来说,这个时期日本人对中国认识概况如下:政界、经济界、和老百
姓支持中国政府,对中国的向日本现代化学习的热情,报以善意的响应。但是
言论界及中国专家担心中国国内政治权力的不稳定,现代化系统的不完备,与
对美对苏的日本外交方针的不一致,及包括保障民主人权法制在内的政治体
制改革的落后等各种现状,强调与日本或西方价值观的差异,而怀疑中国前途
发展的可行性并持悲观展望。在此需要通过对在1979年至87年间日本发行的
12类杂志所登载的七百多篇有关中国的报道和论文进行定量定性分析来洞察
此时期日本人对中国认识的具体面貌。
